
580室
（内併設型518室）

1万室規模
の潜在需要
例:50室〜70室

×150〜200施設

成⻑戦略⑤シニアライフ事業の新規展開（既存会員への価値創出）

211室 72室
(理想) 4,000室規模

1,231室
（内併設型147室）

介護型 健常型（レジデンス）

M
＆
A

⾃
社
開
発

（現状）介護：健常＝２：１
（理想）介護：健常＝１：３

◆ 既存ポートフォリオにおけるバランスの改善
⇒ 健常型の増加で介護型の稼働も安定（移り住みニーズ）当社グループの強み

現状の＜全23施設、2,094室＞は介護型中⼼。既に「特定」認可
取得済の施設を、M＆Aを活⽤してスピーディに展開してきた。

ご両親

配偶者
会員
本⼈
×会員数20万⼈
⇒100万⼈規模

◆ グループ経済圏内での市場規模

１％
でも

2022年会員向けアンケート：
シニアレジデンスに対する興味 25％

◆ 新商品＜倶楽部型レジデンス(仮称)＞の魅⼒、収益性

商品価値

収益想定

不動産価値（相続価値）、施設利⽤（ホテル・
メディカル）、会員権の下取り、当社介護施設
への⼊居時の優遇、法⼈利⽤、投資利回り等
・販売時の収⼊による早期の投資回収モデル
・既存の健常型施設を上回る運営収益率
（運営家賃負担の低減：購⼊者の利回り⇒当社負担額）
１施設当たりの年間運営収⼊を５〜10億円規模と想定

会員
ニーズ

将来の介護・相続等への備え、健康維持、セカ
ンドハウス、⽇常の困りごとの解決、資産活⽤
（利回りの良い⾦融商品）、⾮⽇常の体験

・富裕層を中⼼とした圧倒的な顧客基盤と営業⼒
・メディカル事業、ホテルレストラン事業の運営

ノウハウ（医療ネットワーク、ホスピタリティ）

・メディカルの強みをテコとして、健常型、
介護型、ホスピス型をバランスよく⾏い、
空間稼働率上昇を狙う

・独⾃の市場(会員基盤)を最⼤限に活かし、
当社グループ独⾃の商品価値を提供する

⾃社の営業⼒を最も活かせる領域

移り住み

◆ 現状認識と戦略の⽅向性

今後の展開に向けた考え⽅

QOLの向上、LTV(ライフタイムバリュー)の最⼤化
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◆トラストガーデン桜新町内併設

2023年5⽉1⽇開設
ハイメディック訪問看護

ステーション桜新町

がん末期・重症者等の医療ニーズの
⾼い⽅を積極的に受け⼊れ、

介護需要に応えていく
「提携医療機関：ウェルコンパス城南クリニック」

◆今後の展開予定

※東海・関⻄地区でも準備し、順次拡⼤予定

成⻑戦略⑤-2  シニアライフ事業の新規展開（訪問看護ステーションの開設）

※別途、本⽇公表しました本件のプレスリリースも併せてご参照ください
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2023年7⽉1⽇予定
トラストガーデン桜新町で
ホスピスケアサービス開始

訪問看護ステーションによる介護収⼊増加と
ホスピスケアによる多様なニーズ取り込みで

空間稼働率向上を狙う
①訪問看護ステーション設置の効果

施設内に看護師が24時間365⽇常駐している
安⼼感に加え、⼊居者に対して、医療保険
サービスを提供することによる収益の確保。

②ホスピスケアサービスとの相乗効果
・訪問診療、訪問看護ステーションとの連携に

より、従来よりも医療ニーズの⾼い⽅にご⼊
居いただくことが可能。施設の⼊居率向上
ならびに収益性の改善に資する。

・会員様をはじめとした富裕層にもご満⾜いた
だけるRTGならではのホスピスケアを追求。
⼀⽣涯お客様に寄り添うサービスを提供する。

◆新規展開の効果

②2023年6⽉開設予定
ハイメディック
訪問看護ステーション
杉並宮前

①2023年5⽉開設
ハイメディック
訪問看護ステーション
桜新町

１

２

・病院のような安⼼感とご⾃宅のような⼼地よさを
併せ持つホスピスケアサービス

・施設内に6床設置し、順次拡⼤
・完全個室、ベッドサイドモニター、喀痰吸引器等の

医療機器も充実
→受⼊れ対象者をより医療ニーズの⾼い⽅に拡⼤
じょくそう

（褥瘡保有、気管切開、在宅酸素療法利⽤者等）
※寝たきり状態で⾎流が悪くなったり滞ることによるただれや傷（床ずれ）

クラシックガーデン⽂京根津
トラストガーデン本郷

トラストガーデン
杉並宮前

トラストガーデン荻窪

フェリオ多摩川

トラストガーデン東嶺町

トラストガーデン
⽤賀の杜 トラストガーデン等々⼒

トラストガーデン桜新町

フェリオ成城

トラストガーデン南平台

トラストガーデン常磐松


